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署00万分の頂日本地質図編さんに関する若干の覚え書

旬O万分の1日本地質図編纂委舞会＊

S⑪朧e　No重es膿Geo亘㎎量c風且M聯o餌我P細互31，000，000，Seco翻E曲ion

Editorial　Committee　ofGeological　Map　ofJapan1：1，000，000

Albs硫act

　　　In　compiling　the　geological　map　ofJ抗pan1：1，000，000，which　will　be　issued圭n　a　near

蝕ture，the　Editorial　Committee　discussed　and　interpreted　some　controversial　problems　on　the

geology　ofJapan　based　on　a　certain　guideline．This　report　describes　the　basis　of　interpretation

on　the　following　items：1）Outline　ofthe　Geologic＆l　Map　ofJapan1：1，000，000，2）Basement

rocks　of　the　Honshu　Geosyncline，3）Conodont　age　of　the　Honshu　Geosync1量ne，4）Tanakur＆

Tectonic　Line，5）ButsuzoTectonic　Line，6）Subdivision　ofMespzoic　igneous　rocks，7）Neogene

in　Southwest　Hokkaid．o　and　Tohoku　distrlctsン8）Qμatemary　volcanoes　and　volcanics．

1．　まえがき

　100万分の1日本地質図は，現在印刷が進められっっあ

るが，編さんにあたって，できるだけ最新の研究成果を

とりいれ，現在の目本の地質学の進歩にあわせようとつ

とめたのは当然のことである．しかし，日本の地質学界

でもまだ決着のつかない問題や，編纂委員会内でも意見

の調整を要した問題があり，地質図としてとりまとめる

ために，一つの判断をくだすことになったものもいくつ

かある．また，確実な研究成果や独自のデータにより，

これまで未解決の問題に対する見解を明確な形にして表

現したものもある．これらの問題の扱い方や表現，また

その根拠と考え方を明らかにしておくことは，この地質

図の利用または理解のだめに役立つと考えられる．さら

に，この日本地質図は今後改訂していく必要があるが，

以上の問題を編纂委員会内部にとどめず・公表しておく

ことはそのためにも意味があると思われる．

　ただし，目本の地質に関するすべての問題点と扱い方

をこの報告のなかで網羅することは困難である．この報

告のほかに，夏00万分の1日本地質図の刊行を前にして

出版された，TANA鮎，K．・and　NozAwA，T・（editors）

（1977）060Zogクαn4η励67α」7650％7665ヴ」ψαπ．Third　Edi－

tion．Volume　One（Geology），430p。，GeoL　Surv。Japan

を参考にしていただきたい．

＊広川　治・吉田　尚・今井　功・山田直利・秦　光男・猪木幸男・石

　田正夫・磁見　博・野沢　保・小野晃司・大沢　穰・坂本　亨・田中

啓策・寺岡易司・対馬坤六・山口昇一・小野千恵子・遠田朝子

2・　100万分の1日本地質図の概要

　縮尺がおおきくなれば，地質の細部表現が可能なこと

は当然であるが，この地質図では，200万分の1日本地

質図（第4版，1971）に比べ，日本の地質系統をより細

かく区分・分類した．後者の凡例29にたいして，100万

分の1日本地質図では92にのぽる．堆積岩・火成岩凡例

を一緒にして時代順にならべた，また，これまでの小縮

尺の日本地質図では不十分であった地質構造を表現し，

さらに凡例の並べ順で地史が読みとれるようつとめた．

　火成岩凡例は，これまでの地質調査所発行の地質図幅

類（200万分の1日本地質図を除く）の一般的方式にした

がい，できるだけ年代順に配列した．しかし，変成岩に

関しては，表現内容が複雑であり，かつ年代についてい

ろいろの見解がある現状なので，別表を設け，変成型式

・原岩時代・変成時期について簡単な説明をつけた．

　火成岩については，白亜紀以降，とくに新第三紀以降

の火山岩の岩質区分を行い，地質図を作成した．また，

西南目本内帯の場合は，白亜紀および古第三紀火成岩類

の統一的区分を試み，地質図上に表現した．

　中生界とくに白亜系は，構造発達史的に重要な記録を

示すものが多く，火成岩との関係も明白なものがあるの

で，それらの関係を表現できるように他の地質系統より

も凡例を数多く設けた．

　地質構造については，これまでの小縮尺日本地質図に

比べ，目本列島の地質構造をよりよくあらわすための，

いくつかの試みを行った．断層のうちそれぞれの地域を
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特徴づけるものを選んで記入し，おもな地向斜堆積層分

布域には一般走向を入れ，大局的な構造がわかるように

した．とくに新第三系分布域では摺曲構造を示し，裏日

本・北海道などの新第三系地域の構造をある程度浮きぽ

りにした．断層のなかで，中央構造線・仏像構造線・棚

倉構造線など日本の地体構造上重要なものは，ほかの断

層よりも太目の線で示した．西南日本外帯の帯状構造な

どはいままでの小縮尺日本地質図よりその特徴がよりわ

かりやすいよう表現に留意したが，これはこの地質図の

おおきな特色のひとつになっている．

　100万分の1地質図の縮尺では，日本の地質の全体像を

つかみにくい難点がある．そこで，挿入図として，r日本

の先新第三紀地質構造区」（800万分の1）とr日本とそ

の周辺における第四紀火山および新第三紀火山活動区」

（800万分の1）を入れることにした。

　先新第三紀地質構造区分については，もちろんいろい

ろの意見があるが，0θ・」・9クα屈痂η8雇765・嬬65げ」ψ観

（Third　Edition）などで用いられ，地質学の文献にしば

しぱあらわれる地質構造区分を示しておくことは便利で

あると考えた．また，地質構造区の図では，本州区・四

万十区・日高区・根室区の目本の主要な地向斜堆積区を

色分けして示した，構造区・地質区についてはつぎの文

献を基礎にした．

　山下　昇（1957）　中生代（上）および（下）・地学団

　　　　体研究会双書，nα10およびno．11．

　MINATo，M，，HuNARAsHI，M．and　GoRAI，M．（eds．）

　　　　（1965）7殉806・」・9ぎ6伽6」ψ閣♂4渉h8

　　　　」ψαηθ561吻ηぬ　Tsuk茸i－Shokan，442p。

　IsoMI，H・（1968）　Tectonic　map　of　Japan。Scale

　　　l：2，000，000．GeoL　SurvJapan，

　YosHIDA，T・（ed・）（1975）　・4n　o漉」2η6ヴ♂h6960Jo9クqプ

　　　　」ごψαη。3rd　Ed。GeoL　Surv。J＆pan，61p。

　TANAKA，K．and　NozAwAラT。（eds．）（1977）　σ60Jogフ

　　　　姻轍召7α」785・π脇げ」‘脚η．3rdEd。，

　　　　vo1．1（Geology）。GeoL　SurvJapan，430p，

　また，日本およびその周辺における第四紀火山分布は

つぎの文献にもとづくものである。

　一色直記・松井和典・小野晃司（1968）　日本の火山．

　　　　1＝2，000，000．地質調査所・

　IssHIKI，N，（1975）　Volcanism　and　volcan五c　rocks　of

　　　　the　Cenozoic，in　YosHIDA，T。（ed），∠4η

　　　　・翻n6のh696・」・＆γげ’」卿η．P。3142，

　　　　GeoL　Surv．Japan．

　関東平野下の地体構造を明らかにする目的で，つぎの

文献により，先新第三紀基盤岩類に到達した試錐の位置

および採取された岩石の種類を図上におとした。これに

よって関東地方東部の地下における，西南日本外帯に属

する基盤構造を推定した．

石井基裕（1962）　関東平野の基盤．石油技術協会誌，

　　　　voL　26，P。615－640，

　福田　理・高橋　博・大八木規夫・鈴木宏芳（1974）

　　　　坑井地質に見る関東平野の基盤．地質ニュ

　　　　ース，no．234，P．8－17．

　なお，この他編さんの過程で，いくつかの問題につい

て検討を加えた．たとえばつぎの論文などで発表されて

いる問題などについてである．

　広川　治（1975）　北部九州の地質構造一長崎三角

　　　　地域にまつわる問題r地調報告，no。

　　　　256，71p，

　今井　功（1976）糸魚川一静岡線にっいての一考察

　　　　日本地質学会第83年学術大会講演要旨，

　　　　p。132．

吉田

野沢

山田直利（1977）

尚・笠井勝美・青木ちえ（1976）　八溝山系の

　地質と足尾帯の構造．地質学論集，no．13，

　p．　15－24，

保（1977）　100万分の1日本地質図（第2版）に

　おける変成岩および基盤岩について．日本

　地質学会第83年学術大会講演要旨，p。132．

　　　　100万分の1日本地質図（第2版）

　における中生代花闇岩・火山岩類．同上，

　p，133．

以下，編さんにあたり，編纂委員会で問題になったい

くつかの点について述べることにする．

3．基盤岩類

　本図においては，基本的な考え方として，日本列島に

は全域ではないとしても，シアル質の基盤が本州（秩

父）地向斜の下に存在するという説をとった．それは，
　　　かみあそう
岐阜県の上麻生の礫岩から先カンブリァ紀の同位体年令

をもつ礫が発見されたり（SHIBATA　and　ADAGHI，1974），
　　　さかり
北上山地盛地方のシルル紀礫岩の中には，ほとんどまち

がいなく原地性と考えられる花闇岩の径数mの巨礫がふ

くまれていたり，オーソコーツァイトが礫として，古生

代以後の地層に，ほとんど日本列島全域にみいだされる

からであり，また，地震波による地下構造の研究から

も，6・0－6・3km／secのシアル質の地殻の存在がたしかめ

られているからである．

　しかし，本図においては，先カンブリァ紀という主張

のある岩石についても，先カンブリア紀という表現はさ

けて，たとえば，原岩については先ルシル紀，あるいは
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古生代またはそれ以前などという，幅のある表現にし

た。それは，古生層と基盤の関係において地質学的に不

整合がほとんど確認されておらず，またひろい同意をえ

ていないからである．したがって，黒瀬川構造帯の変成

岩および一部火成岩（吉倉，1977），飛騨変成岩類（たと

えば，藤本，1957）などの原岩の時代については先シル

ル紀という表現にとどめた．ただし，これらの岩石の中

には，その全部あるいは一部がシルル紀あるいはそれ以

後のものである可能性もないわけではない．本図ではそ

れにはふれていない．

　また，その他古生層との関係が断絶していて，先カン

ブリア紀という主張のある変成岩・深成岩，たとえば，
　　　もたい阿武隈，母体，山上・松ケ平，八茎・青海，舞鶴，木山な

どについても同様で古生代またはそれ以前とか，古生代

中期またはそれ以前というばく然とした表現になった。

　一方では，岩石学的に，グラニュライト相の高圧鉱物

あるいは鉱物組合せの出現から先カンブリア紀であると

主張されている岩体もある。グラニュライト相の存在

は，先カンブリア紀の可能性を強く示唆するものである

が，直接的証拠となりうるものではない．古生代以後の

変成岩にもグラニュライト相は存在するし，とくに角閃

岩相の岩着の中に点状にあるいは島状に出現するグラニ

ュライト相変成岩については，グラニュライト相の岩石

が広域的に帯をつくって出現する場合とちがって，いろ

いろな成因説が考えられるからである．また，角閃岩相

の岩石中に，より高圧相の岩石がふくまれるので複変成

作用を考え，その古期変成作用の時代を先カンブリア紀

とする主張もある．’これらの可能性はあるが直接的証拠

を欠く時代論についても配慮し，飛騨・阿武隈・黒瀬川

変成岩などではあいまいであるが古生代またはそれ以前

という表現になった（SATo，1968三SuzuKI，1977；吉倉，

1977；加納ほか，1973）．

　日本列島の基盤問題としては，先カンブリア紀問題の

ほかにカレドニア造山運動の問題がある．カレドニァ造

山運動の存在の可鰹性は同位体年令などから暗示される

ところであるが，本図ではそれを表現することができな

　　　　　　　　　　　　　　ひかみかった．問題の一例として，北上山地の氷上花闇岩につ

いてのべると，これには先シルル紀とする説がある（村

田ほか，19741MuRへTA，6孟α」．19751村田，1976）．

それにたいして，同位体年代と野外の事実とによってデ

ボン紀後とする説がある（柴田，1973；SHIBATA，1974；

柴田・内海，1975三野沢ほか，1975）・また・湊ほか

　（1973）も氷上花闇岩が古生界にたいする貫入体である

という説をのべている．氷上花崩岩の同位体年代の研究

は，この地質図作成とは別個の研究計画でおこなわれた

が，柴田などの年代データと野外調査による事実とは一

致した．それを根拠に100万分の1地質図においては，

氷上花崩岩をデボン紀後のものとし，凡例においてもそ

の位置においた．地質図原図作成後露頭の解釈について

の疑問が出されているが（村田，1976），その後さらに新

たな露頭における事実に基づいて，氷上花崩岩のデボン

紀酸性凝灰岩への貫入関係が確かめられている．

　藤本治義（1957）飛騨山地の地質研究．地質雑，

　　　　voL　3，P。388－396．

　SATo，S．（1968）　Precambrian－Variscan　polymeta－

　　　　morphism　in　the　Hida　Massi£basement　of

　　　　the　Japanese　Islands・S6盛Rψ．Toκアoκアo猛π

　　　　Z：）α忽αん麗，Sec・C，voL　lOコP．15－129。

　加納　博その他（1973）　竹貫地域の地質．地域地質

　　　　研究報告（5万分の1図幅），地質調査所，

　　　　109P．

　湊正雄・橋本誠二・舟橋三男・許成基・崔東

　　　　龍・田沢純一（1973）氷上花闇岩とその周

　　　　辺の断層．杉山隆二編：中央構造線．東海

　　　　大学出版会，p．263－270，

．柴田　賢（1973）氷上花崩岩および薄衣花寓岩礫の

　　　　K－Ar年代．地質雑，voL79，p。705－707。

　SHIBATA，K。（1974）　Rb－Sr　geochronology　of　the

　　　　Hikami　granite，Kitakami　Mountains，

　　　　Japan．0606h6η2ぎ6αJ　Joz諾，voL8，p．193－207．

　　　　and　ADAcHI，M。（1974）Rb－Sr　whole

　　　　rock　ages　of　Precambrian　metamorphic

　　　　rocks　in　the　Kamiaso　conglomerate　from

　　　　central　Japan・Eαπh　ごzη4PJαn6厩ぴ　36ぎ6π6θ

　　　　五6π675，vol．21，P。277－287．

　村田正文・蟹沢聰史・植田良夫・武田信従（1974）

　　　　北上山地先シルル系基底と先シルル系花嵩

　　　　岩体．地質雑，vol．80，p。475－486・

　柴田　賢・内海　茂（1975）南部北上山地氷上花嵩

　　　　岩のK－Ar年代．地質雑，voL79，p。705－

　　　　707．
　MuRATA，M．，KANlsAwA，S。and　OKAMI，K（1975）

　　　　Stratigraphical　evidences　for　the　pre－

　　　　Silurian　age　ofthe　granites　in　the　Kitakami

　　　　Massi£　Northeast　Japan，P706，」ごψαπ．

　　　　イ6α威，voL51，P。566－570．

　野沢保・吉田尚・片田正人・柴田賢（1975）

　　　　デボン系をつらぬく氷上花嵐岩．地質雑，

　　　　voL　88，P．581－583。

　村田正文（1976）氷上花闇岩体にまつわる諸問題．
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第1表　変成岩類の区分

m8（mg〉

m7

m6

m5

m4

m3

m2

m1

Px

変成岩の名称

日高変成岩

神居古潭変成岩

領家・肥後変成岩

三波川・間ノ谷・西
彼杵・石垣変成岩

三郡。飛騨外縁帯変
成岩

阿武隈（御斎所一竹
貫変成岩）

母体・山上。松ケ平
・八茎・青海・舞鶴＊
・木山変成岩

飛騨変成岩

黒瀬川構造帯の変成
岩

岩 型

片麻岩・片状ホル
ンフェルスおよび
ミグマタイト（mg）

結晶片岩および千
枚岩

片麻岩および片状
ホノレンフェルス

結晶片岩および千
枚岩

結晶片岩および千
枚岩

片麻岩および結晶
片岩

結晶片岩および千
枚岩（＊片麻岩）

片麻岩および結晶
片岩

片麻岩および結晶
片岩

変成型式

低圧型

高圧型

低圧型

高圧型

高圧型

低圧型（一部中圧
型）

高圧型（＊低圧型）

低圧型（一部中圧
型）

低圧型（一部中圧
型）

原岩の時代

古生代末一中生代
中期

中生代前一中期

古生代後期一中生
代前期

古生代後期

古生代中一後期

古生代またはそれ
以前

古生代中期または
それ以前

先シルル紀

先シルル紀

変成作用の時期

白亜紀一古第三紀

中生代中一後期

白亜紀

ジュラ紀一白亜紀
前期

二畳紀一三畳紀前
期

中生代後期および
それ以前

古生代中期または
それ以前

三畳紀およびそれ
以前

先シノレル紀

　　　地球科学，vol．30，p・347－357，

SuzuKI，M．（1977）PolymetamorphismintheHida

　　　　Metamorphic　Belt，Central　Japan。Jo㍑1．

　　　　S6ゴ。伍705h加αU痂．，Ser。C，vo1．7，p．217

　　　　－295．

吉倉紳一（1977）高知県中央部の黒瀬川構造帯．目

　　　本地質学会第84年会巡検案内書，7，42p・

4・変　成岩

　目本列島では，変成岩の原岩時代と変成時代が確定し

ているものが少ない．また，原岩時代と変成時代がはな

れているものが少なくない．そこで，変成岩について，

岩型・変成型式，原岩時代および変成時代の4要素によ

って区分表現することにした（第1表）．こうして9つに

区別されて表現されることになったが，いうまでもな

く，同じ凡例区分に所属させた変成岩が必ずしも地質学

的に一連の関係があるとは限らない．

　変成型式は，高圧・中圧・低圧と3型に分けて検討し

たが，中圧型変成岩は，飛騨・阿武隈その他のごく一部

でみいだされるにすぎないので，図上では中圧型変成岩

として表現されるものはないことになった．複変成作用

の主張されている岩石については，多くは若い方の，す

なわち現在の鉱物組合せにより大きな影響をあたえた方

の変成作用を示し，一部に異なる変成作用のみとめられ

るものは括弧で示すことにした．

　原岩時代・変成時代については，確定的な地質学的証

拠をかき，諸説のあるものが多いので，なるべく包括的

なとりまとめにした．複変成作用の考えられている変成

岩については，異相の変成岩が時代のギャップをもって

いたのか，時代的には一連あるいは連続していたかにつ

いては証拠のあげられているものは少ないように思われ

る．最近の同位体年令でみると，飛騨や阿武隈について

は，時代のギャップのある複変成作用が推定されるが，

本図では表現できなかった．ただし，飛騨外縁帯につい

ては，変成作用，年代ともにギャップの存在を支持する

証拠があるので，後述するように2分した．

　各変成岩を限られた数の凡例のどれかによって図示す

るためには，若干の矛盾と混乱はさけがたい．1，2を

あげると，石垣変成岩は典型的なblue　schistで同位体年

令はジュラ紀である（S田BATA6渉α」・，1968）。一方，三波

川変成岩は同位体年令で白亜紀中葉一後期，地質学的に

は中生代中期と考えられていて，同じく高圧型とはい

え，地体構造としては異なる可能性も少なくないが，両

者は同一凡例で示されている（植田ほか，1977）．

　間の谷変成岩および肥後変成岩については，前者は三

波川変成帯の延長で，その上に領家変成帯がオーバーラ

ップしたものが後者であるという考えをとった（寺岡，

1970）・間の谷変成岩はアルカリ角閃石をもち，また構造

的にも肥後変成岩とは区別される．

　飛騨外縁帯変成岩に関係しては，少なくとも3回の変

成作用が識別される（野沢，1978）・その一つは超苦鉄質

岩石の中の包有岩塊にみられるものなので一応除外する
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と，同位体年令でシルル紀一石炭紀を示す青海変成岩お

よびその相当岩類の藍閃石変成作用と二畳紀層に影響を

あたえる低度変成作用に2分される．本図では一般に飛

騨外縁帯変成岩に属するとされる変成岩類のうち，青海

変成岩を原岩時代・変成時代ともに古生代中期またはそ

れ以前という凡例で示し，それ以外の低度変成岩類を飛

騨外縁帯変成岩とよび，この原岩は古生代中一後期，変

成作用は二畳紀一三畳紀前期という凡例で示すことにし

た．

　また，目本列島の古生層および中生層はおもにpreh－

nite－pumpellyite£acies以下の低度変成作用を広くうけ

ているし，また新生代の地層も広くzeolite魚ciesの変質

作用をうけているが，本図ではこれらを表現することが

できなかった．

　このように表現上の制約から生ずる矛盾をもつ凡例区

分であるが，日本列島の変成岩分布の大要をとらえるの

に役立てば幸甚である．

　SHIBATA，K，KoNlsHI，K．and　NozAwA，T。（1968）

　　　　K－Ar　age　ofmuscovite　fyom　the　crystaUine

　　　　schist　of　the　northern　　Ishigaki－shima，

　　　　Ryukyu　Islancls．B％JJ。060」．3％7∂．」ψαπ．

　　　　vo1．19，P。213－218。

　寺岡易司（1970）　九州大野川盆地付近の白亜紀層．

　　　　地調報告，no．237，87p。

　植田良夫・野沢　保・大貫　仁・河内洋佑（1977）

　　　　三波川変成岩のK－Ar年代・岩鉱，voL72，

　　　　p。361－365．

　野沢保（1978）飛騨外縁帯の今日における若干の

　　　　問題．目本地質学会第85年学術大会講演要

　　　　旨7　p。324。

5．本州地向斜のコノドント時代論

　100万分の1日本地質図編さん上の最大の問題の一っ

は，本州地向斜堆積物，いわゆる“秩父古生層”に関す

るもので，これからは最近三畳紀コノドントが各地で発

見されている．この地質図では，いわゆる“秩父古生

層”の大部分（石炭系およびそれ以前の地層を除く）を

二畳紀の凡例に入れ（凡例記号P），「三畳紀コノドント

産出層をふくむ」という凡例説明をつけることにした．

凡例で“秩父古生層”を「二畳紀ないし三畳紀」とする

ことも考えられないわけではなかった．しかし，三畳紀

コノドントが目本各地の“秩父古生層”から産出してい

るが，これまでフズリナ石灰岩レンズで二畳紀と時代決

定されていた部分と三畳紀コノドント産出層との関係が

まだ確立しておらず，いま日本のなかでは不整合説，二

畳紀石灰岩レンズは二次的に運びこまれたとする岩塊説

（オリス．トストローム説），あるいは二畳系・三畳系整合

説と意見が分かれ，一致するにいたっていない．そのほ

か，“秩父古生層”の上限はジュラ紀後期まで続くとい

う説もある．一例をあげれば，足尾山地の研究では二畳

・三畳両系問の不整合を確認しながらも，欧米のコノド

ント生層序の一部は再検討を要するという一つの主張も

なされている（コノドント団体研究グループ，19721

1974），この研究のなかで，欧米ではアニシアン・ラディ

ニアンを指示するといわれているコノドントが，ノーリ

アン・カーニアンのものと混在群集として発見されてい

る．そのことから，生層序をあらためて検討する必要が

のべられている．これにたいして，小池ほか（1974）

は，アニシアン。ラディニアンのコノドントは，ノーリ

ァン・カーニアンの地層中に誘導された二次化石と考え

ている．そして，ノーリアン・カーニアンの本州地向斜

堆積物は，二畳紀あるいは初期三畳紀の“秩父古生層”

を不整合におおうとのべ，そこに示される地殻変動は，

秋吉造山の現われと解釈している。かりに後者の説に従

うとすると，この地殻変動はひじょうに顕著なものにな

るから，日本全土の本州地向斜堆積物のなかに秋吉造山

を示す不整合をたしかめ，ノーリアン・カーニアンの地

層を全国的に識別して地質図に示さなければならないだ

ろう．また，二畳紀・石炭紀の石灰岩レンズをオリスト

ローム説で説明すれば，本州地向斜の大部分は三畳紀の

ものとなるであろう．

　このように，諸説がまだ固まらない現状で，とくに広

大な本州地向斜堆積物中に上部三畳系を識別することは

当分の問望めそうもない．このような理由で，いわゆる

“秩父古生層”の大部分を，とりあえず，二畳紀の凡例

に入れ，r三畳紀コノドント産出層を含む」ということ

を付記することにした．また，犬山や八溝山地の後期ジ

ュラ紀アンモナイト産地付近の地層といわゆる“秩父古

生層”との関係をはっきり示した地質図が・いまのとこ

ろあきらかにされていないので，アンモナイト化石産地

を地質図上にJXとして示すことにとどめた．

　また，古生界のなかで秋吉・阿哲・帝釈台・青海など

石炭紀から二畳紀にわたる含化石石灰岩岩体について，

地質図上の細分が困難なので，一括して示した　（記号

C－P）．また，後期石炭紀フズリナを産出する石灰岩レン

ズをはさむ地層をC2として分けたが，後期石炭紀層と

二畳紀層と明確に分離されていない非石灰岩相本州地向

斜堆積層にたいしても，C－Pの記号を付して区分を行

い，地質図に示した．

　本州地向斜堆積物からの三畳紀コノドント産出にから
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む問題は，これまで浅海ないしひん海成の上部三畳系と

古生層との不整合にもとづいてたてられた本州造山・あ

るいは秋吉造山論に重大な影響を与えることになる．こ

れからの研究の進展により，日本地質図のうえでも“秩

父古生層”の扱いを改めていくことを余儀なくされるだ

ろう．この事情は，最近刊行された磁oJogク伽4痂鮒認

7650祝7065げ」ψ碗，Volume　One（Geology）でも同様であ

る．

　コノドント団体研究グループ（1972）本邦の二畳系

　　　　と三畳系の境界におけるコノドントについ

　　　　て一あど山層基底部のコノドントフォーナ

　　　　の再検討一．地質雑，voL78，p・355－368・

　　　　（1974）　本邦の二畳系と三畳系の境界にお

　　　　けるコノドントについて一唐沢地域におけ

　　　　る鍋山層とアド山層の層序とフォーナr

　　　　地球科学，voL28，P・86－98．

　小池敏夫・猪郷久義・猪郷久治・木下　勤（1974）

　　　　栃木県葛生地域の二畳系鍋山層と三畳系ア

　　　　ド山層の不整合とその地史学的意義地質

　　　　雑，voL80，P、293－306・

　吉田鎮男・木村敏雄（1974）秩父“古生層”．科学，

　　　　vol．44，p，747山754，

6．棚倉構造線

棚倉破砕帯（構造帯）として，OMORI（1958）によりは

じめて提唱されたものであるが，日本の地体構造論上こ

の断層のもつ意義の認識が深まったのは最近のことであ

る（島津，196411soMI，19681礒見・河田，19681吉臥

19751大槻，1975）・この地質図においては，中央構造線

などとの対応で棚倉構造線とよんだ．この構造線は・上

記の諸論文で主張されているように，先新第三紀におい

て，西南日本と東北目本の2大地質区の境界をなすもの

で，その点を重視して扱った．棚倉以南はOMORI

（1958），大槻（1975）によりくわしい研究がなされてい

るが，以北では新第三紀グリーンタフ地域内を走るの

で，かならずしも明瞭ではなく，この断層の北方延長に

ついて，棚倉一酒田を結ぶ説と，棚倉一目本国線を主張

する説とがある．朝日山塊の“古生層”・片麻岩（大部

分マイロナイト）・花簡岩類・白亜紀流紋岩類を西南日

本内帯に所属するものとするか，阿武隈帯に所属させる

かによって見解がわかれる．ここでは前者の立場をとっ

た．この構造線は，日本の先新第三紀地質構造区を示し

た挿入図においても強調した．

　OMoRI，M．（1958）On　the　geological　history　of

　　　　the　Tertiary　system　in　the　southwestem

島津光夫（1964）

ISOMI，H．（1968）

礒見

吉田

　　　と発展．地学団体研究会専報，no。19，p．

　　　103－114．

大槻憲四郎（1975）　棚倉破砕帯の地質構造．東北大

　　　学理学部地質学古生物学教室研究邦文報告，

　　　no．75，P。1－71．

　pa；t　of　the　Abukuma　Mountainland，with

　special　re免rence　to　the　geological　meaning

　of　the　Tan＆kura　sheared　zone．36歪．1～6，．

　乃ゆ・κッ・伽Dαゼ9ぬ，Ser・C，voL6，P・

　55－116．

　　　　東北目本の白亜紀花崩岩（亙），

　（∬）．地球科学，no．71，p・18－271no・

　72，p。24－29．

　　　　　7協o吻翅ρヴ」卿η。S64」61’

　2，000，000．GeoL　SurvJapan。

博・河田清雄（1968）フォッサマグナ両側の

　基盤岩類の対比．フォッサマグナ（地質学

　会75年大会総合討論会資料），P．442．

尚（1975）東北目本古・中生代地向斜の分化

7，仏像構造線

　仏像構造線は，古生代後半一中生代前半の本州　（秩

父）地向斜堆積物と中生代後期一新生代前半の四万十地

向斜堆積物との境界をなすもので，日本列島の構造を支

配するおおきな断層である．それにもかかわらず，地域

によっては，たとえば，紀伊半島・赤石山地・関東山地

では仏像構造線をどこに引くかが問題になる．また，こ

れまで一般に認められてきた位置についても，新しい研

究成果にもとづき，修正したところがある．それらの点

について若干説明を加えておきたい．

　仏像構造線の位置決定に際し問題になるのは秩父帯の

南縁部を占める三宝山帯と四万十帯との境界である．こ

の境界部に発達する地層は火山岩類・石灰岩・チャート

をともなうことで特徴づけられるが，それをある地域で

三宝山帯にするか，四万十帯に属させるかで意見が分か

れているのが現状である．三宝山帯の定義・位置づけが

重要な問題となるので，まずこの点について簡単にのべ

ておくことにする．

　100万分の1日本地質図では，関東山地から紀伊半島，

四国南部，九州南部，南西諸島にかけて帯状に分布する

地質系統のうち，「二畳紀前期から中生代前期」にわた

る特定の地向斜堆積層を識別し，塗色してある．この地

層は，九州では神瀬層群，四国では三宝山層群，春森層

群など，各地域で異なった地層名で呼ばれているが・し

ばしば三宝山層群と総称されている．これらは砂岩・粘
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板岩・チャート・石灰岩および玄武岩類からなる．

　三宝山層群を主体とする地帯は，100万分の1日本地

質図の挿入図（日本の先新第三紀地質構造区分図）で

は，西南日本外帯の1構造単位として扱われ，三宝山帯

と呼ばれる．三宝山帯は北側の秩父帯と南側の四万十帯

との間に狭く帯状に発達するが，地域によってはレンズ

状の分布をする．三宝山帯は，一般には秩父帯に含めら

れることが多いが，本地質図では主として二畳紀層（三

畳紀コノドント産出層をも含む）からなる“秩父帯”の

本州地向斜堆積物のうち，チャート・石灰岩および玄武

岩類の豊富なことで特徴づけられる南縁部を，三宝山帯

とし，独立した地質区として扱うことにした．三宝山帯

は南は仏像構造線とよぶ断層で限られ，四万十帯と接す

る．北限は地域によっては大断層で境されるが，あまり

大きくない断層のこともある．なお三宝山帯は，下記の

地質構造図でも，秩父帯から区別されて，独立した地質

構造区として取扱われている．

　IsoMI，H。（1968）　　7㌃6Jonゴ6ηzψ　9ブ」ψ4η・S6α」6　1’

　　　　2，000，000。GeoL　Surv．Japan。

　YosHIDA，T、（ed。〉（王975）　∠1η　o漉あηθ　げ960Jo9フ　げ

　　　　」ψαη。3rd　Edition．GeoL　Surv。Japanり

　　　　61p。
　TANAKA，：K．and　NozAwA，T。（eds．）（1977）　σ80Jogッ

　　　　姻漉θ7α」785・㈱θ5ゲ」‘ψαn．3rdEdition・

　　　　Geo1．Surv。Japan，430p。

　上記のように定義した三宝山層群または三宝山帯の南

限，すなわち，仏像構造線については，四国や九州主部

などのような・チャート・石灰岩・玄武岩類に富んだ，

典型的な三宝山層群の岩相が長距離にわたって帯状に発

達し，かつ詳細な研究の行われている地域では，どの研

究者の意見もほぼ一致している．これらの地域では，

100万分の1程度の小縮尺の地質図の編さんには事実上

問題はない．しかし，関東山地・赤石山地・紀伊半島中

央部などでは，仏像構造線の位置を具体的にどこにもと

めるか，すなわち，どの地層とどの地層との間に置くか

については，かなり異論がある．

　九州では仏像構造線は概して明りょうであるが，西岸

部においては火山岩類におおわれて不明確な部分もあ

る．同線の位置に関して参照したおもな文献はこのぺ一

ジに示されている，

　熊本県に分布する神瀬層群（勘米良・古川，1964）

は，三宝山帯の地層群のうちでもっとも詳細に研究さ

れ，その一模式とされているので，神瀬層群の特徴的層

相を東西に追跡して，九州における三宝山帯の広がりを

決めた．その南限をなす仏像構造線の位置に関しては，

四万十累層群の層序・構造をも考慮して決定した．

　仏像構造線は九州主部でENE－WSWに走るが，鹿児

島県阿久根付近でおおきく南に屈曲（橋本，1962の北薩

の屈曲）し，川内川河口北岸に位置する月屋山のすぐ東

側にのびる．川内川河口南岸の久見崎には，第三紀火山

岩の基盤として先第三系が小範囲に露出するが，神戸・

大沢（1963）はこれを月屋山に露出し，三宝山層群の特

徴的な岩相をもつ地層とは区別して，四万十累層群のメ

ンバーとみなした．しかし，橋本ほか（1972）は久見崎

地区の地層から化石を発見し，その大部分が下部白亜系

であることを確認し，この地区の地層が秩父帯に属する

ものであるとしだ．四万十帯の白亜紀砂岩の鉱物組成の

特徴は，最近かなりよくわかってきたが（今井ほか，

1975，および寺岡，1977など），これと久見崎層のものは

あきらかに異なる（寺岡，1978）．この新事実からみて，

久見崎地区の地層は秩父帯のメンバーであるとする見解

が適切であると考えられる．したがって，仏像構造線は

久見崎地区の東側に位置することになるが，それより南

は久多島のすぐ東を通り，野問池付近にのびる．

　神戸信和（1957）　5万分の1地質図幅r鞍岡」およ

　　　　び同説明書．地質調査所，51p．

　斎藤正次・神戸信和・片田正人（1958）　5万分の1

　　　　地質図幅r三田井」および同説明書．地質

　　　　調査所，77p．

　橋本　勇（1962）　九、州南部における時代未詳層群研

　　　　究の総括．九州大学教養部地学研究報告，

　　　　vol，9，p．13－69．

　神戸信和・大澤　穰（1963）　5万分の1地質図幅

　　　　　「西方」および同説明書．地質調査所，

　　　　18P．

　熊本県（1963）熊本県地質図および同説明書．

　勘米良亀齢・古川博恭（1964）上部ペルム系～トリ

　　　　アス系神瀬層群（三宝山帯の研究）・九大理

　　　　学研報（地質学之部），vo1．6，p．237－258・

　寺岡易司（1970）　九州大野川盆地付近の白亜紀層．

　　　　地調報告，no・237，87P・

　橋本　勇・速見　格・野田直秀（1972）鹿児島県久

今井

寺岡易司（1977）

　見崎の古生層・中生層．九大教養地学研報，

　voL　17，P．43－50．

功・寺岡易司・奥村公男（1975）九州四万十

　帯の構造区分．地団研専報，no。19，p。

　179－189．

　　　　西南日本中軸帯と四万十帯の白亜

　系砂岩の比較一四万十帯地向斜堆積物の供

　給源に関連して一．地質雑，vol．83，p．
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　　　　795－810．

　　　　（1978）砂岩の鉱物組成からみた九州の四

　　　　万十帯白亜系と久見崎層の比較．地調月報，

　　　　voL　29，p，193－195．

紀伊半島中部は，仏像構造線の位置についてもっとも

意見の分かれている地域である．志井田（1962）は，秩

父帯の南側の日高川帯を北帯と南帯とに分け，北帯と秩
　　　　　　　たてかわと　　おおさこ
父帯との境界をなす立川渡一大迫衝上線を仏像構造線と

みなした．しかし，日高川帯の北帯は，緑色岩（玄武岩

類）とチャートに富み，三宝山帯との岩相の類似性が認

められるので，100万分の1日本地質図では，これを三宝

山帯とみなした．すなわち，日高川帯北部に分布する伯

母峰層群，天辻層群を三宝山層群に対比した．そして，

日高川帯主帯を四万十帯とみなした．なお，紀伊半島に

おいて100万分の1地質図で仏像構造線とした位置は，高

野山付近で平山・神戸（1959）によるものと一致する．

　平山　健・神戸信和（1959）5万分の1地質図幅r高

　　　　野山」および同説明書．地質調査所，48p．

　志井田功（1962）紀伊半島中央部における秩父累帯

　　　　および日高川（四万十）累帯の層位学的構

　　　　造地質学的研究．名古屋大教養紀要，第6

　　　　輯，別冊1，58P．

　赤石山地の仏像構造線の位置はつぎのように決めた．

　20万分の1地質図幅r豊橋」（第2版）（山田ほか，

1972）では，砂岩・頁岩・チャート・石灰岩・緑色岩

（玄武岩類）からなる光明層群を四万十累層群の一員と

して扱ったが，その岩相的特徴は三宝山層群の一部に酷

似し，かつ走向が他の四万十累層群のものと著しく斜交

するので100万分の1目本地質図では，これを三宝山層群

に含めた．したがって，三宝山・四万十両帯の境界は光

明層群と四万十累層群とを境する赤石裂線（東側）に求

められる．北部地域の仏像構造線は下伊那地質図（松

島，1972）および諏訪地質図（岩崎ほか，1975）にもと

づき同地質図の小渋層群（二畳紀）および釜無層群（二

畳紀）のうち，その東半部の石灰岩を主とする地層群

を，岩相および化石（コノドント）の産出（坂本，1976）

から三宝山層群に含めた．

　松島信幸（編）（1972）下伊那地質図（10万分の

　　　　1）・下伊那誌編纂会．

　山田直利・片田正人・坂本　亨（編）（1972）　20万分

　　　　の1地質図幅r豊橋」（第2版）．地質調査所。

　岩崎祐章・北沢和男・両角昭二（編）（1975）諏訪

　　　　地質図（7・5万分の1）・諏訪教育会

　今井　功（1976）糸魚川一静岡線にっいての一考察，

　　　　目本地質学会第83年学術大会講演要旨，p・

　　　　132。

　坂本正夫（1976）　長野県下伊那地方の秩父帯中にコ

　　　　ノドントの発見。地質雑，voL82，p・553－

　　　　554．

　関東山地における仏像構造線の位置はつぎのようにし

た．

　50万分の1地質図r東京」（広川ほか，1966）では，赤

石山地のr中・上部中生界」（四万十累層群下部）を，関

東山地の「中・上部中生界」（大滝層群・川上層群）に対

比し，赤石山地の「古第三系一白亜系」（瀬戸川層群）

を，関東山地のr古第三系一白亜系」（小仏層群）に対比

したが，ここでいう関東山地のr中・上部中生界」の南

部相は，鳥巣型石灰岩・チャート・緑色岩（玄武岩類）

で特徴づけられ（渡部ほか，1958），四万十累層群と同一

の岩相を呈する小仏層群とは，岩相上・構造上著しく相

違することから100万分の1日本地質図では，これらを

三宝山帯の地層群とみなした．また，最近の古生物学的

資料によれば，瀬戸川層群は古第三系一下部中新統とさ

れ（MATsuMoTo，1971），小仏層群の一部は確実に後期白

亜紀で，全体として白亜系の公算が大である　（ISHIDA・

1972；西宮，1976）ことから，小仏層群を赤石山地の

r中上部中生界」に対比した。したがって，関東山地に

おける仏像構造線を，ほぼ五日市一川上線の位置に置い

た．

　渡部景隆・新井重三・深田守作・飯島　弘・新津

　　　　誠・新藤静夫（1958）　奥秩父大滝層群（中

　　　　生界）の地質学的研究（第1報）主に片理

　　　　と層理との斜交性について。藤本治義教授

　　　　還暦記念論文集，p。113－123，

　広川　治ほか（編）（1966）50万分の1地質図r東

　　　　京」．第2版，地質調査所．

　MATsuMoTo，E．（1971）01igocene　molluscs盒om

　　　　the　Setogawa　Group　in　central　Japan．

　　　　β認」．陥オ．S6ゴ。ハ4初5．Toゆo，voL14，P，661－

　　　　667．
　IsHIDA，T．（1972）　Greenstones　of　the　Shimanto

　　　　zone　in　the　southwestem　margin　of　the

　　　　Kanto　Massif（1）一stratigraphical　evi－

　　　　dence＿瀬躍．勲6，Lめ．’オ7おEぬ6，

　　　　yiα彿αηα5h¢Uηあ．，no．23，P．94－99・

　広川　治・今井　功・坂本　亨・奥村公男（編）

　　　　（1976）20万分の1地質図幅r静岡・御前

　　　　崎」．地質調査所．

　西宮克彦（1976）　山梨県小菅村の小仏層群よリイノ

　　　　セラムスを発見・地質雑，vo1．82，p。795一

50一（426）



100万分の1日本地質図編さんに関する若干の覚え書

第2表　中生代一古第三紀火成岩類の区分（地向斜性玄武岩をのぞく）

時 代 記号（岩相区分） 岩体・層群。変成帯の名称

古第三紀…・…一

白亜紀一第三紀・・

白亜紀後期・・

白亜紀前期・・

中生代後期およびそれ以前・・

ジュラ紀一白亜紀前期・……・

古生代末一中生代前期……・

98

97

｛1：

d7

d6

｛
94　d4

93　d3

92　d2

91　d1

r3　a3

9P「2　a2

f

r1

a1

田万川。作木・太美山・片品川など

目高帯

北九州。中国。北アルプス。羽越など

領家（新期）

阿武・高田。吉舎・濃飛・田川など

領家（古期）・朝目

北上・道南

大島・新月など

阿武隈

陸中

船津・夜久野・片品・北上など

g：花嵐岩一石英閃緑岩　d：閃緑岩一はんれい岩　　gp：花嵩斑岩　f＝珪長岩　r：流紋岩一デイサイト　a：安山岩一デイサイト（一玄武岩）

　　　　796，

　なお，関東山地秩父帯南西部の地質に関しては，下記

の文献も参考にした．

　通商産業省（1975）　昭和49年度広域調査報告書　秩

　　　　父地域．通産省資源エネルギー庁，56p．

8．　中生代火成岩類の区分について

　8・1区分の概要

　目本列島の面積の約15％を占める表題の火成岩類（小

野・礒見，1967）は，従来，個々の変成帯や個々の地域

で，時代や岩質に応じて多くの種類に区分され，地質図

上に図示されている．しかし，50万分の1－200万分の

1のような小縮尺の地質図では，広い地域にわたって共

通な区分の基準をつくることがむずかしいため，ほとん

ど一色で塗色されるか，あるいはごくおおまかにしか区

分されていない．

　1971年に出版された200万分の1日本地質図（第4

版）では，中生代花闇岩類はつぎの3つに区分されてい

る．

　①　中生代前期または古生代後期……船津花闇岩類

　　　　・夜久野貫入岩類など

　②　白亜紀中期またはそれ以前……北上山地・阿武

　　　　隈山地・領家帯などに分布する花商岩類

　③　白亜紀後期（一古第三紀）……羽越地方・北ア

　　　　ルプス・中国地方などに分布する花嵐岩類

　また，中生代火山岩類については，白亜紀（一古第三

紀）のものだけが珪長質と中性一珪長質の2つに区分さ

れ，先白亜紀の火山岩類は水成岩と区別されていない．

　しかし，最近10数年のあいだに，上記の火成岩類に関

する地質学的岩石学的研究がいちじるしく進歩し，それ

にともなって詳細なmappingがおこなわれるようにな

った。そのうちでも，野外地質学にとくに関係の深いも

のをあげると，花嵐岩類相互の貫入関係の解明，花醐岩

体の内部構造の研究，火砕流堆積物の研究手法の導入に

よる火山層序学的研究などが，特記すべき研究である．

　一方，この期問に，各種の放射性同位体による年代測

定値が数多く報告され，これまで時代決定の決め手のな

かった火成岩類の年代が各地で明らかになった．このう

ち，花商岩類の年代測定値はNOZAWA（1975）によって

200万分の1の地図上にプロットされているが，その総数

は約800個に達している．このうち大部分は中生代（一

古第三紀）のものである．

　以上のような新しい知見にもとづいて，100万分の1

地質図では，中生代（一古第三紀）火成岩類を第2表に

示すような22の単位に区分した。区分にあたっては，岩

質と時代による区分を基本としたが，阿武隈山地の花嵩

岩類のように時代区分が不可能な場合もあった（後述）・

全体として島弧方向の帯状配列を強調し，各帯の中での

生成時期のちがい（側方変化）があってもこれはほとん

ど無視した．また，閃緑岩一はんれい岩については，ふ

つう花嵩岩類にともなって分布し，それらと同時期か，

あるいはわずかに先行していることが多いので，対応す

る花醐岩類（grg8）と同じ数字（おおよそ時代順）をつ

けd、一d7と表現した．ただし，新期領家花崩岩（g5）に

はほとんどはんれい岩をともなわないので，d5を空欄と

し，また古第三紀貫入岩類は一般に小岩体で，しかも花

嵩岩類一はんれい岩類が密接にともなって産するため，

両者をとくに区分せず，一括してg8として表現した．

　地質図編さんにあたって問題となった事項のうち，と

くに重要と思われるものについて，以下にのべる．
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小野千恵子・礒見　博（1967）　目本列島におけるい

　　　　ろいろの岩石のしめる面積の比較および考

　　　　察．地調月報，voL18，P・467－476・

地質調査所（1971）　200万分の1目本地質図（第4

　　　　版）。

NozAwA，T。（1975）　Rα4どo耀擁6αg6窺ψげ」ψαn．

　　　　07απ厩6700ん5，S6α161’2，000，000．GeoL　Surv．

　　　　Japan．

8・2　東北日本の花嵩岩類について

　東北日本（棚倉構造線より北東側の地域）の花闘岩類

は，これまで，前項の②の範ちゅうに一括されていた．

しかし，長期にわたる複雑な形成史をもつ阿武隈山地の

花闘岩類と，白亜紀前期の比較的短い期間（130－110m・

y。）に貫入・固結した北上山地の花闇岩類（氷上花嶺岩

をのぞく）とを区別して図示することは，現段階におい

て不可欠な作業である（第1表のg2とg3）。

　阿武隈山地の花嶺岩類は，白亜紀後期の双葉層群（浦

河世）に不整合におおわれることから，先浦河世である

ことは確実であり，K－Ar年代でも80－100m．y・を示す

ものが多い．しかし，Rb－Sr全岩アイソクロン法では，

400m。y・および150m・y・を示す岩体が存在する（丸

山，1976）・また，南部阿武隈山地の御斉所・竹貫変成岩

が，白亜紀の低圧型変成作用をうける前に，古生代前期

あるいは先カンブリア紀に十字石・藍晶石などを生じる

中圧型変成作用をうけていた可能性は少なくない（加納

ほか，1973）．

　しかし，これらの最近の年代論に対応した花周岩類の

mappingは南部阿武隈山地の一部をのぞいて，あまり進

展していない．したがって，100万分の1地質図では，

阿武隈山地の花嵐岩類を時代的に区分することを避け，

「中生代後期およびそれ以前」という幅のある表現をと

った．これは，より調査のすすんだ段階で細分されるこ

とがのぞましい．

　阿武隈山地の花闇岩類の北方延長については，おもに

島津（1964）の見解に従ったが，北海道に関しては島津

の阿武隈逆入帯と北上遜入帯の境は必ずしも明確ではな

かった．その後の資料によれば，渡島半島の先新第三紀

花嵐岩類は，年代や岩相からみて，北上逆入帯の花嵐岩

類とみなしてさしつかえないが，奥尻島の花闘岩類は約

94m．y．のK－Ar年代（柴田　賢技官の未公表資料によ

る）を示すことから，一応阿武隈逆入帯の新期花闇岩と

みなし，両者を識別した．

　島津光夫（1964）東北地方の白亜紀花醐岩（1），（豆）・

　　　　　地球科学，no・71，p・18－271no・72，p・24

　　　　　－29．

　加納　博ほか（1973）竹貫地域の地質．地域地質研

　　　　究報告（5万分の1図幅），地質調査所，

　　　　109P．

　丸山孝彦（1976）　南部阿武隈高原に分布する花陶岩

　　　　類の時代．日本列島の古生界基盤（日本地

　　　　質学会第83年総会討論会資料），p・1－2・

　8．3　領家帯の花嵩岩類について

　中部地方
　中部地方領家帯の代表的な花闇岩の一つである伊奈川

花闇岩が白亜紀後期の溶結凝灰岩である濃飛流紋岩を貫

くという事実が1960年代の中ごろに発見されて以来，領

家帯の花嵩岩類の形成史は大きく書き改められた．その

結果，“先濃飛”花闘岩類と“後濃飛”花闇岩類という

区分が地質学的に確立され，前者はRb－Sr全岩アイソ

クロン法などからおそらく白亜紀前期であり，後者は確

実に白亜紀後期であることが明らかにされた．100万分

の1地質図では，これらをそれぞれ，古期領家深成岩類

（g4）（はんれい岩類d4をともなう），　新期領家花陶岩

（g5）とよんで区別した．

　地質図作成にあたっては，おもに領家研究グループ

（1972）および山田ほか（1974）によったが，長野県南

木曽町付近の新期領家花嵐岩の分布は，その後の資料

（山田ほか，1976）によって若干の修正を行った．

　領家研究グループ（1972）　中部地方領家帯の花闘岩

　　　　　類の相互関係・地球科学，voL26，p。205－

　　　　　216．

　山田直利ほか7名（1974）　中部地方領家帯地質図

　　　　　（20万分の1）．地質調査所特殊地質図　18．

　山田直利・須藤定久・垣見俊弘（1976）阿寺断層周

　　　　　辺地域の地質構造図（5万分の1）。同上19．

　近畿地方
　中部地方における区分1こ準じ，おもにYOSHIZAWA6孟

磁（1966）の広域地質図（10万分の1）および三重県地

質鉱産図（20万分の1）を原図として用いた．なお，奈

良盆地東方（KUTSUKAKE，1973），奈良盆地南東方　（領

家研究グループ，1974）および大阪府泉南地方（泉南研

究グループの未公表資料）については，最新の資料によ

って上記の地質図を修正した．淡路島の領家帯について

は，諏訪・濡木（1968）によった．

　三重県（1964）　三重県地質鉱産図（20万分の1）．

　YosHIzAwA，H，，NAK勾IMA，W．and　IsHlzAKA，K．

　　　　　（1966）　The　Ryoke　metamorphic　zone　of

　　　　　the　Kinki　district，　Southwest　Japan：

　　　　　Accomplishment　of　a　regional　geological

　　　　　map。銘6ηz．σoJl。S6乞．Uηあ．ノくアo渉o，Ser．Bシ
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100万分の1日本地質図編さんに関する若干の覚え書

　　　　vo1．32，P。437－454。

諏訪兼位・濡木輝一（1968）淡路島の領家帯。地球

　　　　科学，voL22，P．1H8。

　KuTsuKAKE，T。（1973）　Structure　and　petrography

　　　　of　the　Hatsuse　basin　in　the　Ryoke　zone　of

　　　　　the　Kinki　district，　Japan。　Jo％7。　Joραη

　　　　∠霊5506。ハ4肋。Pθ渉7．Eooη。060ム，voL68，P。37－

　　　　　57．

　領家研究グループ（1974〉奈良県桜井市南方の領家

　　　　帯の地質．地球科学，voL28，p．103－114．

　四国・中国地方

　香川県下の領家花歯岩類については，公表された資

料はほとんどないが，そのほとんどすべては新期花南岩

からなるものと思われる（山田直利らの予察的調査に

よる）・愛媛県高縄半島の領家帯については，永井ほか

（1967）の地質図における石英閃緑岩および片状花醐閃

緑岩（菊間型）をのぞき，他はほとんど新期花醐岩に含

められる（端山ほか，1975〉・瀬戸内海西部の領家帯につ

いては，岡村（1967）の区分をほぼ踏襲した．

　永井浩三ほか（1967）愛媛県の地質（新版20万分の

　　　　　1）および同説明書．トモエヤ．

　岡村義彦（1967）瀬戸内海西部の領家花陶岩類．柴

　　　　　田秀賢教授退官記念論文集，p．53－62・

　端山好和ほか（1975）瀬戸内海大崎下島の変成古生

　　　　　層と白亜紀火成岩類，地球科学，voL29，

　　　　　p．1－17．

　九州地方
　領家帯の九州への延長については，これを国東半島か

ら北九州の糸島花嵩岩へ求める意見と，国東半島から朝

地をへて中九州の肥後片麻岩・宮ノ原花闇岩へ求める意

見とがあるが，100万分の1地質図では一応後者をとっ

た．糸島花闇岩にともなって産する珪線石片麻岩などの

高度変成岩は，接触変成作用によるものと思われる（唐

木田，1969）。一方，肥後片麻岩は原岩岩相において領家

帯プロパーとかなり異なり，その北側に三波川タイプの

間ノ谷変成岩をともなっている点とともに，西南目本の

基本的な帯状配列が九州西部ではそのままでは適用され

ないことを示唆している．

　唐木田芳文（1969）　北九州における片状花闇閃緑岩

　　　　　と塊状花嵩閃緑岩との成因関係についての

　　　　　予察。西南学院大学文理論集，vo1。9，p．

　　　　　75－85．

朝日山地
　新潟・山形県境をなす朝日山地に，片状構造のつよい

花崩閃緑岩や石英閃緑岩が分布することは以前から知ら

れていたが，その帰属は明らかでなかった．最近，朝日

山地の周辺から濃飛流紋岩に類似した流紋岩一デイサイ

ト質の溶結凝灰岩があいついで発見され（高浜，19721

矢内ほか，1973など），また周辺に分布する古生層も足尾

帯の延長とみなされる（吉田ほか，1976）ことから，西

南日本との親近性が確実になった．上記の深成岩類（朝

日深成岩類と仮称する）も，島津（1964）の阿武隈逆入

帯に含めることは適切でなく，むしろ領家帯の古期花崩

岩類に岩相上類似しており，100万分の1地質図ではg4

として扱った．朝日深成岩類の分布に関しては，秋田大

学丸山孝彦氏および朝目団体研究グループの未公表資料

に負うところが多い．中生代花闘岩類および流紋岩類の

分布からみた「西南日本」の延長は，朝日山地からさら

に北上して，男鹿半島の先端にまで追跡できる（大口ほ

か，1973）．

　島津光夫（1964）　東北日本の白亜紀花闘岩（1），（豆）．

　　　　　地球科学，no。71，p．18－271no．72，p。24－

　　　　　29．

　高浜信行（1972）新潟県北部，朝目山塊山麓にみい

　　　　　だされた後期中生代火山岩：朝日流紋岩類．

　　　　　地質雑，voL78，P・323－324・

　矢内桂三・井上　武・大口健志（1973）朝日山地の

　　　　　白亜紀後期田川酸1生岩類．同上，vo1．79，

　　　　　p．11－22。

　大口健志・矢内桂三・井上　武（1973）　男鹿半島潮

　　　　　瀬の岬砂礫岩にみられるホルンフェルス礫

　　　　　の起源．地質学論集，no・9，p。45－54．

　吉田　尚・笠井勝美・青木ちえ（1976）　八溝山系の

　　　　　地質と足尾帯の構造。同上．no。13，p。15－24．

　8・4　中国地方の花嵩岩類について

　中国地方の花闘岩類は，南側の山陽一苗木帯（石原，

1973）あるいはHiroshima　zone（MuRAKAMI，1974）とフ

北側の山陰一白川帯あるいはSanin　zoneとに区分され

ることが多く，この区分は地質学的岩石学的に重要な意

義をもっている．しかし，個々の花闇岩体の所属につい

ては明確でない場合があり，また中部地方・羽越地方で

は必ずしもこのような帯状配列が成立していないように

思われる．これらの理由から，100万分の1地質図では

中国地方（山陰地方を含む）の大部分の花陶岩類を白亜

紀後期（g6）として一括した．

　ただし，MURAKAMI（前出）による田万川層群とその

相当層（深成岩類をともなう）は，明らかに白亜紀後期

の火成岩類に対して不整合関係にあり，それらとは別個

の火山一深成作用によるものであることは確実である．

K－Ar年代値も30－40m．y・を示している，東元（1975）
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第3表　新第三系区分

区 分

N3鮮新世

　鮮新世
　前　　期
Nλ　1
　中新世
　後　　期

N1
中新世

中・前期

北海道南西部

瀬　棚　層

黒松内層

八　雲　層

訓　縫　層

吉　岡　層

福　山　層

東北地方北部・中部

笹 岡 層

天　徳　寺　層

船　　川 層

女　　川 層

西　黒　沢　層

台 島 層

門　前　層　群

による大朝地域の田所花闇岩，石原（1966）による大東

一山佐地域の細粒優白質花嵩岩なども含めて，これらを

古第三紀火成岩類（第2表のg8，r3，a3）として図示し

た，この時期の火成岩類は今後の研究の進展により山陰

地方の他地域からもみいだされる可能性があろう．北陸

地方の太美山層群などもおおよそこの時代の火山活動の

産物と思われる．これらの火成活動は，中生代変動から

グリーンタフ変動への移行過程を示すものとして，非常

に重要な意味をもっている．

石原舜三（1966）　島根県東部の花嵩岩類とモリブデ

　　　ン鉱床の地質的位置．地質雑，vol．72，p・

　　　553－572．

　　　（1973）　Mo－W鉱床生成区と花歯岩岩石区．

　　　鉱山地質，vo1・23，p，13－32・

　MuRAKAMI，N。（1974）Late　Mcsozoic　tQ　Early

　　　　Tertiary　igneous　activity　on　the　inner　side

　　　　of　southwest　Japan．Pごz6卵6θ60」・，no・8，P・

　　　　139－152．

　東元定雄（1975）　中国山地中央部大朝地域の広島花

　　　嵐岩と山陰花嵐岩について．地調月報，vo1．

　　　26，p。513－518。

9．北海道南西部および東北地方の新第三系

＄。1東北地方
今回の100万分の1地質図は，5万分の1地質図，20

万分の1・50万分の1地質図の成果あるいは県地質図・

大学・民間会社などで行われた多くの研究調査資料を加

えて取りまとめたものであるが，とくに従前の地質図と

大きく改訂された点について追記しておく，

層序区分について

岩相・化石などによる各地区の層序区分および地層対

比がより正確となり，新第三系については，下位より門

前層群・台島層・西黒沢層・女川層・船川層・天徳寺層

および笹岡層を標準層序として細分できるようになっ

た．ただ，本図においては縮尺の関係もあって，そこま

では細分図示しなかった．地質年代については，さいき

んの研究，とくに微化石生層序学や磁気編年の研究が進

んでいるが，全国的対比の可能な段階にはまだ到達して

いないと考え，大部分は旧来の年代論にしたがった．こ

の地質図の新第三紀の年代区分は第3表のとおりであ
る．

火山岩類について

緑色化された火山岩類は，古くは“緑色凝灰岩（院内

統）”と一括して呼ばれ，さらにこれらは含油第三系の下

位層であると考えられていたが，その約半分は含油新第

三系の堆積時（中新世中一後期）の火山噴出物であるこ

とが明らかとなっており，それぞれ上記の層序区分に合

せて細分した．

　このように，地質調査所によって出版された7万5千

分の1地質図幅・初期の5万分の1地質図および編さん

図の内容にも大きな変更を加える必要があるが，その変

更の結果は近く出版される20万分の1地質編さん図「弘

前および深浦」として詳細に公表の予定である．

　地質構造について

　本地域の新第三系の地質構造は，油田摺曲方向（N唱

方向）とNW－SE方向とに大きく支配されている．NW－

SE方向は中新世中期までが主動期で，以後副次的とな

る．これに対し，油田摺曲方向は初めは副次的である

が，中新世後期から主動的となる．したがって，N－S方

向の擢曲および断層は現在の地形によくあらわれてい

る．この地質構造の現在の地形への反映は，内陸盆地地

域のN－S方向を長軸とする盆地群としてとくによくあ

らわれている．これらの盆地の東部周縁では，花輪・横

手・新庄・山形断層などが発達し，僥曲性断層の性質を

示す．なかには第四紀層を切るものもある．また，秋田

の目本海沿岸ぞいには，北由利衝上断層群（藤岡ほか，

1976）が認められる．このうち北由利衝上は，見かけ上

の最大落差1，500－2，000m，傾斜50－60。Eの東からの衝

上断層である．この断層群は能代から秋田をとおり酒田

付近までのびる延長約150kmに達する大断層群で，天

徳寺層堆積初期に発生したもので，おそらくごく最近ま

で動いた新しい断層と考えられる．このほか，以上のよ

うな検討をふまえて東北地方新第三紀層中の顕著な断層

をとくに拾いあげて，この地質図に示した．

　9．2北海道南西地域

　本地域においては，北海道立地下資源調査所編さんの

20万分の1r北海道地質図」（1958）と地質調査所の50

万分の1r青森」（1960）の編さん図が代表的なもので
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100万分の1日本地質図編さんに関する若干の覚え書

あった．その後，5万分の1地質図幅の成果を含めて

1965年に80万分の1北海道地質図が地質調査所から刊行

されている．

　この100万分の1日本地質図は，前記80万分の1編さん

図をべ一スとして，その後に刊行された多くの5万分の

1地質図幅および総括的および基礎的な研究論文の資料

を検討したうえで改訂編さんした。

亀田半島部

北海道地質図（西部）で訓縫層（Kb）とされ，さらに

50万分の1r青森」で下部新第三系の火山砕屑岩類とさ

れていたものの大半は，中新世後期の八雲層準の地層で

あることが明らかとなり・地史や鉱床生成時期について

も大きな変化を生じた．八雲一黒松内期の火山岩類につ

いてこれまでの地質図とおおきく変更をみたのはこの地

域である．

　松前半島一渡島半鶴主部

　本地域においても，上記地域と同様に新第三系の層序

が細区分され，火山岩類もそれぞれの時期の堆積物との

関係が明らかとなり大きく改訂された．さらに火山岩類

については，とくに従来変朽安山岩として一括されてい

たものについても，できうる限り時代および岩質による

区分を行った．とくに訓縫期の積丹半島部（古平累層）

から定山渓地域（定山渓層群）にかけで変朽安山岩とし

て一括図示されていたものについて，知りうるかぎりの

文献資料を検討し，岩質による区分を行い・この地質図

に示した．また瀬棚期の火山岩類は鮮新世一更新世前期

にふくめて表示した。これらの区分にはかなりの困難が

ともなったが，全国的に新第三紀以降の火山岩の区分図

示を行うという編さん方針にしたがい，だいたんにとり

まとめを行ったものである．

　層序および分布について大きく改訂された地域として

は，とぐに松前半島および久遠一狩場山にいたる西海岸

地域があげられる，

　北村　信（1959）東北地方における第三紀造山運動

　　　　について一奥羽脊梁山脈を中心として一．

　　　東北大地質古生物教室研邦報，no・49，

　　　P．1－98．

　池辺　穣（1962）秋田油田地域における含油第三系

　　　　の構造発達と石油の集積について．秋田大

　　　地資研報，no・26，P・1－59・

　TAGucHI，K．．（1962）　Basin　architecture　and　its

　　　　relation　to　the　petroleum　source　rocks

　　　　development　in　the　region　bordering　Akit翫

　　　　and　Yamagata　Prefヒctures　and　the　a両oin－

　　　　ing　area，with　the　spedal　refbrence　to　the

　　　depositional　environment　of　petroleum

　　　source　rocks　in　Japan．S6歪。Rψ。　7bhoんz6

　　　Uη加。，Ser。III，vol．7，p。293－3些2。

藤岡一男（1963）　グリーン・タフ地域の地質．鉱山

　　　地質，voL13，P。358－375．

大澤　穰（1963）東北地方中部における新第三紀造

　　　山運動・火成活動および鉱化作用（第一報

　　　新第三紀の火成活動について）。岩鉱，vo1．

　　　50，p．　167－184．

長谷川　漢・鈴木　守（1964）　5万分の1地質図幅

　　　r五稜郭」および同説明書．北海道立地下

　　　資源調査所．

佐川，昭・植田芳郎（1969）　5万分の1地質図幅

　　　「瀬棚」および同説明書．北海道開発庁．

斉藤昌之・小山内煕（1969）西南北海道国富地域の

　　　層序と火成活動．グリーンタフに関する諸

　　　問題．日本地質学会第76年学術大会総合討

　　　論会資料，p．121－130．

吉井守正・秦　光男・村山正郎・沢村孝之助（1973）

　　　久遠地域の地質．地域地質研究報告（5万

　　　分の1図幅），地質調査所，57p・

秦　光男・山口昇一（1974）北海道松前半島の新第

　　　三系の層序と地質構造（地質巡検案内書），

　　　目本地質学会北海道支部，45p．

　　　（1976）　北海道奥尻島の新第三系と佐渡島

　　　との対比．新潟大学理学部地質鉱物教室研

　　　究報告，no・4，P・91－96・

藤岡一男・大沢　穰・池辺　穣（1976）地域地質研

　　　究報告（5万分の1図幅）「羽後和田」地

　　　域の地質．地質調査所，65p・

大澤　穰・須田芳朗（編）（1978）20万分の1地質図

　　　幅r弘前および深浦」．地質調査所．

10．第四紀の火山と火山岩

鳳1分　布
100万分の1目本地質図（第2版）の新しい火山（更新

世後期一完新世）の分布は，200万分の1地質編集図

r日本の火山」（一色ほか，1968）に第四紀火山として

表現されているものによっており，新しい資料によって

一部に修正が加えられている・「日本の火山」に示され

ていない地域については，おもに下記の文献を参考にし

た．

全　般
ISSHIKI，N．（1975） Volcanism　and　volcanic　rocks　of
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the　Cenozoicラin　YosEIDA，T。（ed，），！望η

o蛎あη8　（～プ∫h8960Jogク　ヴ」αρのz．p．31－42，

GeoL　SurvJapan．

火山列島

KuNo，H。（ed。）（1962）0伽」・9％8のh8α伽6∂・」6α一

　　　　η・85のh6ω・7」ぬnoJ麟η95・伽α7αf撚，Pム

　　　　11。」ψαη，　Tα旋砂αηαη4ノレ藪α72ごzηα5．332　p．，

　　　　International　Assodation　of　Volcanology，

　　　　Rome．

尖閣列島

松本径夫・野原朝秀（1924）　尖閣列島黄尾礁の火山

　　　　岩．長崎大教養部紀要，自然科学，voL15，

　　　　p．21－35．

南千島
　GoRsHKov，G。S．（1958）　Cα如Jog脚ヅ孟h8α6伽6

　　　　び・」伽・θ5げ渉h6ω・7」4乞ηo励η95・塀α7α

　　　ノ28」み，Pよ　7，κ㍑7〃8／3」αη45．39P．，Interna－

　　　　tional　Association　of　Volcanology，Rome。

　　　　　　　（1970）％16翻5鵤αηゐhθ吻67

　　　　窺傭」θ，伽召吻漉・n3勉渉hθ．κ翻6漁η4

　　　　孟76　（Translated　from　Russian　by

　　　　THoRNToN，C．P．）．Plenum　Press，New

　　　　York，385p．

　また挿入図r目本とその周辺における第四紀火山およ

び新第三紀火山活動区」はISSHIKI（1975，前出）によ

っており，その凡例の一部を簡略化した．

　紅2時代区分
　前述したように，更新世後期一完新世の火山の分布

は，200万分の1地質編集図r目本の火山」の第四紀火

山にあたる．これらの火山の時代を層位学的に確定でき

る例は少ない．また，放射年代測定法のうち，14C法な

どきわめて若い年代に適用される方法を除き，K－Ar法，

フィッショントラック法などによる第四紀火山岩の測年

例もまだ多くない（兼岡・小嶋，19701町田，1977な

ど）・しかし，少数例ではあるが，皆神山，箱根火山古期

外輪山など0．3×106年程度の火山はほぼ，原形を残して

いるのにたいして，宇佐美火山，霧ガ峯付近などのよう

に0，㍗1×106年程度の火山はほとんど火山原形を失っ

ている．これらの例にみるように，200万分の1地質編

集図r日本の火山」において第四紀火山として表現され

ているものは，火山の原形を残しているものが多いの

で，個々の火山の時代は確定していないが，以上の例か

ら考えて，それらを更新世後期以降の火山とした．

　中新世以降の火山岩で，明らかな火山地形を示さない

ものは，時代の明らかな堆積岩層と関係がわからない限

り，時代を確定しにくいので，これらを一括して鮮新世

一更新世前期の火山岩とした．

　以上の時代区分には，現状ではかなりの任意性が入る

ことを否定できないので，将来，放射年代測定と古磁気

学との併用によって，より確実な区分ができるような研

究を蓄積することが望まれる．

　兼岡一郎・小嶋　稔（1970）　日本の火山岩の放射性

　　　　元素年代．火山，2集，voL15，p．10－21．

　町田　洋（1977）テフロクロノロジー．日本第四紀

　　　　学会編，目本の第四紀研究，東京大学出版

　　　　会，東京・P・59－68・（テフラの資料・P・

　　　　373－391）．

　10．3岩　質
　更新世後期一完新世の火山岩については，200万分の

1地質編集図r日本の火山」にほぼ従う岩質区分をし

た．しかし，同図では安山岩を輝石安山岩（Ap），輝石

安山岩（角閃石安山岩）（Aph），角閃石安山岩（黒雲母斑

晶を含むことがある）（Ah）の3種に区分しているが，

本図では簡略化して2種とし，上記のAp，Aphをあわ

せて輝石安山岩（Ap），Ahにあたるものを角閃石安山岩

　（ah）とした．したがって，凡例には単に輝石安山岩

　（ap）と記してあるが，その中には角閃石安山岩を伴う

ものが含まれている．同様に，角閃石安山岩にした場合

でも少量の輝石安山岩を伴うものがある．

　200万分の1地質編集図「日本の火山」においては，大

型カルデラに伴う火砕流堆積物を除いては，1つの火山

は1つの岩質で代表させてあったが，本図では，可能な

場合は1火山内でも岩質を区別して表現した．たとえ

ば，赤城，榛名，北八ガ岳，御岳各火山の安山岩中のデ

イサイト・流紋岩などである．

　挿入図で新第三紀火山活動区としたものは，これまで

グリーンタフ地域といわれたもののほか，瀬戸内区など

の新第三紀層にともなう火山岩分布域もふくめた．

（受付：1978年4月19日；受理：1978年5月15目）
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